
令和６年度甲府市食品衛生監視指導計画の実施結果について 

 

 食品衛生法第２４条第１項の規定により策定した「令和６年度甲府市食品衛生監視

指導計画」に基づき、食品等事業者の営業の施設等への立入検査、食品等の収去検査、

食品衛生に関する知識の普及啓発事業等を実施しましたので、その実施結果について、

食品衛生法第２４条第５項の規定により公表します。 

 

１ 重点的に監視指導する事項について 

⑴ 食中毒防止対策 

食品等事業者や市民を対象に、手洗い後の洗い残しを確認することができる手

洗いチェッカー等を使用し、食中毒防止に関する講習会を開催するとともに、地

域の祭りや学園祭等で食品の提供を伴うイベントの出店者を対象に、食品衛生に

関する出前講座を行いました。 

また、市広報誌やラジオを活用して、食品の衛生的な取り扱いなど食中毒防止

対策について周知しました。更に、８月の食品衛生月間には、食品衛生に関する

公開講座を開催するとともに、幟旗の設置により市民に食中毒防止に関する啓発

を行いました。 

 

【食中毒の発生状況】 

    令和６年度の市内での食中毒発生件数は４件で、令和５年度より１件減少しま 

した。発生原因は、不衛生な食品の取り扱いなどでした。 

なお、令和６年の全国の食中毒の発生件数は１,０３７件で、１６件増加して

いました。 

  

⑵ ＨＡＣＣＰに沿った衛生管理の推進及び営業許可制度の見直しへの対応 

   食品衛生責任者実務講習会等においては、ＨＡＣＣＰに沿った衛生管理の運用

手法についてリーフレット等を用いて指導し、食品等事業者の営業の施設等の立

入検査の際には、ＨＡＣＣＰによる衛生管理の実施状況を確認するとともに、衛

生管理計画や手順書の確認と助言を行いました。営業許可制度の見直しについて

 患者数 死亡者数 原因施設 原因食品 病因物質 

１ ３ ０ 不明 不明 カンピロバクター 

２ ５１ ０ 飲食店 当該施設で調理し、 

提供した食品 

ノロウイルス 

３ ８２ ０ 飲食店 当該施設で調理し、 

提供した食品 

ノロウイルス 

４ １ ０ 不明 不明 アニサキス 



は、関係者に対して営業許可の取得について再周知を行いました。 

 

⑶ 適切な食品表示の確保 

   食品等事業者の営業施設等の立入検査時には、食品表示に関するリーフレット

を活用して指導しました。また、食品等事業者からの相談に応じ、食品表示が適

正なものとなるよう指導を行いました。 

   夏期（７月～８月）と年末（１２月）には、市内小売店を中心に、夏期・年末

一斉監視を実施しました。 

また、山梨県と共催で食品表示合同調査を実施しました。６月の広域食品表示 

合同調査では、国や山梨県の関係行政機関と合同で、市内量販店で調査を行いま 

した。９月及び１０月の地域食品表示合同調査では、山梨県中北農務事務所と合

同で、農産物直売所を中心に調査を行いました。令和６年４月から令和７年２月

には、市単独で食品等の広域流通の拠点である甲府市地方卸売市場及びその関連

施設を中心に調査を行いました。 

 これらの監視により、食品添加物に関する表示の不備など４０施設で不適正表

示を発見し、食品等事業者に適正な表示として販売するよう指導を行いました。 

    

調査 調査施設数 
不適正表示を 

発見した施設数 

夏期・年末一斉監視 
夏期 ２６７ １１ 

年末 １９５ ３ 

広域食品表示合同調査 ３ ３ 

地域食品表示合同調査 
合同 ５ ３ 

単独 １６４ ７ 

その他 １２９ １３ 

合計 ７６３ ４０ 

 

２ 施設への立入検査に関する事項について 

令和６年度末現在の食品衛生法に基づく許可を要する営業施設数は、３,６８８

件で、届出を要する営業施設数は、９８０件でした。 

食品等事業者の業種（施設）毎に、食品衛生上の危害や衛生管理の重要度を考慮

し、監視の頻度をＡ～Ｅの５段階に分類し、これに基づき、立入検査を実施しまし

た。また、ゴールデンウイーク前（４月）と夏休み前（７月）には、宿泊施設等の

一斉監視を実施し効率的な監視に努めた結果、全体の監視実績は、延べ１,１４８回

で、目標数の９９．４％となりました。 

 



 

 

分

類 
監視頻度 施設例 目標数 

監視 

実績数 

Ａ 年３回以上 

・甲府市地方卸売市場 

・シアン化合物含有豆類を取り扱うあん類

製造施設 

・１日の調製数が概ね７５０食以上の仕出

し屋、弁当製造施設 

・全国的に流通する食品を製造する施設 

・認定小規模食鳥処理場 

１４４ １５７ 

Ｂ 年２回以上 

・前年度に食中毒の原因となった施設 

・１日の調製数が概ね３００食以上の仕出し

屋、弁当製造施設 

・比較的広域に流通する食品を製造する施設 

・中間製品を製造するセントラルキッチン／

カミサリー施設 

７２ ３１ 

     

Ｃ 年１回以上 

・県内全域に流通する食品を製造する施設 

・生食用牛肉（内臓を除く。）取扱施設 

・ふぐを処理する施設 

・浅漬けの製造を行う漬物製造施設 

・観光地の宿泊施設及び大規模宿泊施設 

・大型量販店における食品取扱施設 

・集団給食施設（１回に概ね１００食以上

の同一メニューを調理提供する施設） 

・規格基準等のある食品の製造施設で、製

造量が多い施設 

２４５ １２０ 

Ｄ ３年に１回以上 

・Cランク以外の観光地における宿泊施設等 

・集団給食施設（１回に概ね１００食未満

の同一メニューを調理提供する施設） 

・規格基準等のある食品の製造施設で、製

造工程が簡易又は製造量が少ない施設 

５５ ６６ 

Ｅ ５年に１回以上 
・食品衛生上の危害の発生の可能性がきわ

めて低い施設 ６３９ ７７４ 

合計 １,１５５ １,１４８ 

   

３ 食品等の収去検査等に関する事項について 

  市内で生産・製造・加工された食品、市内で流通の多い食品等及び輸入食品につ

いて、食品の製造・加工を行う施設、甲府市地方卸売市場、量販店及び小売店にお

いて収去を行い、検査を実施しました。 

なお、収去件数は計１９４検体で、予定件数２０７検体の９３．７％となりまし

た。 

収去検査では、食品毎に細菌検査、理化学検査又は残留農薬検査を実施しました。 



 

 

食品分類 品 目 主な検査内容 収去件数 違反数 

魚介類 
生食用鮮魚介類 細菌検査 ９ ０ 

生食用かき 細菌検査 ６ ０ 

魚介類加工品 魚肉練り製品 
細菌検査 

理化学検査 

３ ０ 

肉卵類 
食肉製品 

細菌検査 

理化学検査 

２  ０ 

液卵 細菌検査 １ ０ 

乳／乳製品 牛乳・乳製品 
細菌検査 

理化学検査 

１ ０ 

アイスクリーム類・

氷菓 
アイスクリーム類・氷菓 

細菌検査 

理化学検査 

１５ １ 

穀類・その加工品 めん類 
細菌検査 

理化学検査 

１０ ０ 

野菜類果物・その加

工品 

野菜・果物 
理化学検査 

残留農薬検査 

２１ ０ 

乾燥果実 理化学検査 ４ ０ 

調味料 理化学検査 １ ０ 

豆腐 細菌検査 １ ０ 

菓子類 

生あん 理化学検査 ５ ０ 

洋生菓子・和生菓子 
細菌検査 

理化学検査 

１９ ０ 

清涼飲料水 

ミネラルウォーター類 
細菌検査 

理化学検査 

２ ０ 

ミネラルウォーター類 

以外 

細菌検査 

理化学検査 

２ ０ 

酒精飲料 理化学検査  ５ ０ 

弁当・そうざい 細菌検査 ８０ １ 

その他 冷凍食品 
細菌検査 

残留農薬検査 

３  ０ 

器具・容器包装等 理化学検査 ４ ０ 

合計 １９４ ２ 

 

４ 違反食品への対応について 

収去検査を行ったアイスクリーム類１検体については規格基準違反が、弁当・そ

うざい１検体については指導基準の違反があり、原因究明及び再発防止対策を指導

しました。 

また、食中毒の発生にあっては、他自治体の協力も得て原因究明を行い、病原微



生物に汚染され、人の健康を損なうおそれがある食品を調理し、提供した食品等事

業者（飲食店営業）を営業停止の行政処分（２件）としました。 

 

５ 食品等事業者による自主的な衛生管理の推進について 

  食品等事業者の自主的な衛生管理を推進するため、食品衛生責任者実務講習会を

計８回開催し、延べ３５５人に、食品衛生に関する最新の知識や技術等について情

報を提供するとともに、ＨＡＣＣＰに沿った衛生管理の徹底を指導しました。また、

１１月には食品衛生推進員研修会を実施し、食品衛生推進員の活動を支援しました。 

 

６ 関係者相互間の情報及び意見の交換について 

⑴ 市民への情報の提供及び意見の交換 

消費者庁及び山梨県と共催で、令和７年２月に「食の安全・安心を語る会」を 

開催し、アレルギー表示に関する最新情報の提供と食品事業者、消費者、行政間 

で意見交換を行いました。 

⑵ 甲府市食品リスクコミュニケーター養成事業 

地域での自発的な活動を通じて、食品安全意識の醸成を図り、市民の健康増進 

につなげることを目的に、消費者庁、山梨学院大学及び山梨学院短期大学と共催

で、甲府市食品リスクコミュニケーター養成事業を実施しました。８月から１１

月の全１４回の講座（食品のリスク等に関する講義、グループワーク、食品工場

の見学等）を開催し、８名の受講者が修了しました。 

また、甲府市食品リスクコミュニケーターの活動を支援するため、３月にはフ

ォローアップ講座を開催し、遺伝子組換え食品に関する最新情報を提供するとと

もに、活動報告の共有や相談に応じる等の活動支援を行いました。更に、市内で

開催された食育イベントの参加者を対象に、食中毒の予防法や食品添加物に関す

る知識を普及啓発する活動を支援しました。 

   

７ その他 

  食品衛生監視員の資質の向上を図るため、営業施設等の監視指導を主に担当する

職員は、ＨＡＣＣＰ研修会に出席し、食品表示の監視指導を主に担当する職員は、

都道府県食品衛生表示担当者研修を受講するなど、知識と技術の研賛に努めました。 


